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は じ め に 

 

地方独立行政法人福岡市立病院機構評価委員会は，地方独立行政法人法第２８条の規定に基づき，

地方独立行政法人福岡市立病院機構の平成２４年度における業務実績の全体について総合的に評価

を実施した。 

 

評価に際しては，本評価委員会において，平成２２年１１月１０日に決定した「地方独立行政法人福岡

市立病院機構業務実績評価の方針」及び「地方独立行政法人福岡市立病院機構年度業務実績評価実

施要領」に基づき評価を行った。 

 

 

 

地方独立行政法人福岡市立病院機構評価委員会 委員名簿 

 氏    名 職          名 

委 員 長 長 柄    均 福岡市医師会 副会長 

副委員長 松 田  晋 哉 産業医科大学医学部公衆衛生学教室 教授 

佐 田  正 之 医療法人佐田厚生会佐田病院 院長 

野 口  久美子 福岡県看護協会 副会長 委    員 

吉 水    宏 公認会計士 
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第１項 全体評価 

  評価結果及び判断理由 

〈評価結果〉 

平成２４年度の業務実績に関する評価については，すべての小項目評価が「評価３」以上である

ことから，第１から第４の大項目評価はすべて「評価Ａ」と判断した。 

この大項目評価の結果を踏まえ，平成２４年度においては，福岡市の医療施策として求められる

高度専門医療・高度救急医療を提供するため，両病院において着実に医療機能の充実が図られる

とともに，新規施設基準の取得などの積極的な増収対策や，徹底した費用削減の取組みなどによ

り，結果として，法人全体として平成２３年度を上回る経常黒字を達成したことから，平成２４年度の

業務実績は「全体として中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる」と評価する。 

〈判断理由〉 

こども病院・感染症センターにおけるＩＣＵ増設などによる高度かつ難易度の高い手術症例の受入

体制強化や，福岡市民病院における難易度の高い手術の施設基準の取得や救急科の新設など，

着実に医療の質の向上を図るとともに，患者のニーズを踏まえたサービスの向上や，地域の医療機

関との連携強化に積極的に取り組んでいる。 

また，人材確保が困難な中において，大学病院への積極的なアプローチによって医師の確保を

着実に行うとともに，認定看護師の育成や，医療技術職の専門性向上を図るなど，組織の強化・充

実を図っている。 

さらに，理事長を中心に，両病院と事務局が一体となった経営体制を構築し，経営管理の徹底を

図っている。 

こうした取組みの結果，診療単価の上昇などによる増収に加え，診療材料等の調達にかかる価

格交渉の徹底などによる費用削減の取組み効果と合わせて収支もさらに向上し，平成２３年度を上

回る経常黒字を達成している。 

小項目評価 

項     目 

評価 

項目

数 

ウエイトを

考慮した

項目数 
評価

５ 

評価

４ 

評価

３ 

評価

２ 

評価 

１ 

大項目評価 

第１ 住民に対して提供

するサービスその他の業

務の質の向上に関する

目標を達成するためとる

べき措置 

１４ ２８  １２ １６   Ａ 

計画どおり進

んでいる 

第２ 業務運営の改善及

び効率化に関する目標

を達成するためにとるべ

き措置 

５ １３  ６ ７   Ａ 

計画どおり進

んでいる 

第３ 財務内容の改善に

関する目標を達成するた

めとるべき措置 

１ ２  ２    Ａ 

計画どおり進

んでいる 

第４ その他業務運営に

関する重要事項を達成

するためとるべき措置 

２ ４  ２ ２   Ａ 

計画どおり進

んでいる 

合    計 ２２ ４７  ２２ ２５    
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  全体評価にあたって考慮した内容 

〈主な取組みや特色ある取組み〉 

こども病院・感染症センターにおいては，休日・夜間における救急診療体制の強化や，ＩＣＵの増設

による手術患者の受入体制強化に努めるなど，診療機能の充実を図っている。また，産科におい

て，こども病院であれば救命の可能性が高い重症例を受け入れるなど，地域の基幹病院との連携

を図りながら，地域周産期母子医療センターとしての役割を果たしている。 

福岡市民病院においては，難易度の高い腹腔鏡下手術等の施設基準を取得するなど，高度専門

医療の充実を図るとともに，新たに救急指導医や救急専門医を配置し救急科を新設するなど，高度

救急医療の充実を図っている。 

両病院ともに地域医療支援病院としての役割を果たすため，開放型病床への登録医の拡大やオ

ープンカンファレンスの開催などを通じて地域の医療機関との連携強化に努めるとともに，患者の利

便性向上を目的に，クレジットカードによる医療費の支払を４月から開始するなど，患者のニーズを

踏まえたサービス向上に取り組んでいる。 

新病院については，平成２６年１１月の開院に向け本体工事に着工するなど，着実に事業の進捗

を図っている。 

〈特筆すべき取組み〉 

増収対策として，こども病院・感染症センターにおいては，ＩＣＵを増設するなど手術患者の受入体

制強化による高度かつ難易度の高い手術件数の増加や，地域周産期母子医療センターの認定に

伴うＤＰＣ係数の増などによって増収を図っている。 

また，福岡市民病院においては，高度救急医療等の展開や難易度の高い手術症例の増加などに

よる新規入院患者数，救急搬送件数及び手術件数等の増加によって増収を図っている。 

さらに，費用削減については，両病院ともに外部コンサルタントを活用した診療材料等の調達に係

る価格交渉の徹底や，委託契約の見直しによる複数年契約の導入，ジェネリック医薬品の使用拡大

等による費用削減に取り組んでいる。 

この結果，法人全体として，平成２３年度を上回る経常黒字を達成している。 

特に，福岡市民病院については，中期計画に基づく経営の効率化や健全化に取り組み，平成２３

年度に引き続き医業収支比率の黒字を達成するなど，経営改善が順調に進んでいる。 

 

  評価にあたっての意見，指摘等 

「第 1-3-(1)患者サービスの向上 イ，福岡市民病院」 

患者満足度調査における「非常に満足を感じている患者の割合」が目標値及び前年度実績値

を大きく下回っていることについては，その原因の分析及び改善に努められたい。 

「第 2-2-(1)増収 ア，こども病院・感染症センター」 

病床利用率や新規入院患者数など，前年度実績を下回っている項目については，その原因を

詳細に分析し，対策を講じるべきである。 

「第 2-2-(1)増収 イ，福岡市民病院」 

院長をはじめ，各医師等の一丸となった取組みにより，医業収益が大きく伸びていることについ

て，高く評価する。 

「第 2-2-(2)費用削減」 

今後は人件費などの費用削減について，より一層の努力を期待する。 

「第 4-１新病院に向けた取組み」 

市民の期待に沿うことができるよう，一日でも早い開院に向け努力していただきたい。 
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第２項 項目別評価 

（１）大項目評価 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとる

べき措置 

評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

評価結果 

「良質な医療の実践」」「診療体制の強化・充実」「病院スタッフの確保と教育・研修」の項目に

おいて，目標を上回る成果を上げているほか，ほとんどの項目で年度計画を順調に実施してい

る。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価

２ 

評価

１ 

１ 医療サービス ５ １３  ６ ７   

２ 医療の質の向上 ４ ８  ６ ２   

３ 患者サービス ４ ６   ６   

４ 法令遵守と情報公開 １ １   １   

合    計 １４ ２８  １２ １６   

 

評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

「1-(1)良質な医療の実践 イ，福岡市民病院」 

難易度の高い腹腔鏡下肝切除術等の施設基準取得や，脳卒中地域連携パスの発行件

数が市内医療機関で最多となるなど，高度専門医療の充実が図られるとともに，新たに救

急専門医を配置するなど，高度救急医療の充実が図られていることから，「評価４」とした。 

 

「1-(2)地域医療への貢献と医療連携の推進 イ，福岡市民病院」 

   地域医療機関との連携強化や，地域住民に対する出前講座などにも積極的に取り組ん

だ結果，全ての項目で目標値を上回るなど，着実に成果を上げていることから，「評価４」と

した。 

 

「2-(1)診療体制の強化・充実 イ，福岡市民病院」 

入院部門のセンター化による専門性の高いチーム医療を実践するとともに，救急科の開
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設や，腎臓内科医師などの専門医を新たに配置するなど，人材確保が困難な中において，

年度計画を上回って診療体制の強化・充実が図られていることから，「評価４」とした。 

 

「2-(2)病院スタッフの確保と教育・研修」 

人材確保が困難な中において，医師等の確保が着実に行われるとともに，認定看護師の

育成や，医療技術職の専門性向上を図るなど，教育･研修体制の充実が図られていること

から，「評価４」とした。 

 

「2-(3)信頼される医療」 

服薬指導や栄養食事指導の充実に努めるとともに，クリニカルパスについても新たなパ

スの作成に取り組んだ結果，全ての項目において目標値を上回るなど，着実に成果を上げ

ていることから，「評価４」とした。 

 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

 

評価にあたっての意見，指摘等 

「3-(1)患者サービスの向上 イ，福岡市民病院」 

患者満足度調査における「非常に満足を感じている患者の割合」が目標値及び前年度実績

値を大きく下回っていることについては，その原因の分析及び改善に努められたい。 
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第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

評価結果 

新規施設基準の取得などによる増収を図るとともに，徹底した費用削減を図ったことにより，

両病院ともに経営に関する目標を上回る成果を上げているほか，ほとんどの項目で年度計画を

順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価

１ 

１ 運営組織 １ ２   ２   

２ 収支改善 ３ ９  ６ ３   

３ 人事・給与 １ ２   ２   

合    計 ５ １３  ６ ７   

 

評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

「2-(1)増収 イ，福岡市民病院」 

新規入院患者数，手術件数，救急搬送件数の増加及び入院診療単価の上昇などによ

り，医業収益において，前年度及び目標値を上回る増収を達成したことから，「評価４」とし

た。 

 

「2-(2)費用削減」 

職員の増員などによる費用増加の要素はあるものの，多様な契約手法の導入などによ

る徹底した費用削減が図られたことにより，予算に対して約６億３千万円の費用削減を達成

していることから，「評価４」とした。 

 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

    

評価にあたっての意見，指摘等 

「2-(1)増収 ア，こども病院・感染症センター」 

   病床利用率や新規入院患者数など，前年度実績を下回っている項目については，その原

因を詳細に分析し，対策を講じるべきである。 
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「2-(1)増収 イ，福岡市民病院」 

院長をはじめ，各医師等の一丸となった取組みにより，医業収益が大きく伸びていることに

ついて，高く評価する。 

「2-(2)費用削減」 

今後は人件費などの費用削減について，より一層の努力を期待する。 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

評価結果 

経営管理の徹底による効率的・効果的な経営を行うことにより，両病院及び法人全体としても

運営費負担金繰入後の経常黒字が達成されており，年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価

２ 

評価

１ 

１ 経営基盤の確立 １ ２  ２    

合    計 １ ２  ２    

 

評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

「経営基盤の確立」 

法人本部における「経営会議」において，随時，経営状況を検証するとともに，各病院に

おいても，部門毎に診療内容や経営に関する具体的な目標設定と達成状況を確認するな

ど，経営管理を徹底することにより，経営に係る全ての項目で目標値を大きく上回る成果を

あげていることから，「評価４」とした。 

 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

    

評価にあたっての意見，指摘等 

特になし。 
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第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

評価結果 

新病院に向けた取組みについては，平成２６年１１月の開院に向け着実に事業を推進するとと

もに，福岡市民病院の経営改善については，２期連続となる医業収支比率の黒字を達成するな

ど，年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている 

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価

１ 

１ 新病院に向けた取組み １ ２   ２   

２ 福岡市民病院の経営改善の推進 １ ２  ２    

合    計 ２ ４  ２ ２   

    

評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

「２ 福岡市民病院の経営改善の推進」 

高度救急医療・高度専門医療の充実による増収に加え，徹底した費用削減に努めた結

果，２期連続となる医業収支比率の黒字を達成するなど，経営改善の取組みが着実に進ん

でいることから，「評価４」とした。 

 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

    

評価にあたっての意見，指摘等 

「１ 新病院に向けた取組み」 

市民の期待に沿うことができるよう，一日でも早い開院に向け努力していただきたい。 

 

（２）小項目評価  別紙のとおり 


